
令和８年１０月８日 

 

日病薬認定指導薬剤師の認定申請に関するＱ＆Ａ 

 

 

Ａ１ 申請書を提出した当該年度の申請受付時期最終日から、概ね２～３ヶ

月前後を目途に送付する予定です。なお、認定証の発行は後日となりま

す。 

 

 

Ａ２ 申請者が所属する部署の長である薬剤部（科）長、薬局長に相当する方

で構いません。 

 

 

Ａ３ 勤務中断の取り扱いについては、日本病院薬剤師会の薬学教育委員会

において個別の事情を鑑みて判断いたします。従って、様式２について、

勤務中断がある場合には、中断理由およびその期間を記した説明文書

（様式自由）を申請資料に添付してください。 

 

 

Ａ４ 認定証に有効期間が定められている資格については、本申請を行う時

点で有効期限内のもののみ要件として認められます。 

 

Ｑ１ 申請から結果通知書が届くまではどのくらいかかりますか？ 

Ｑ２ 様式２の所属長名とは薬剤部（科）長（薬局長）でもよいのでしょうか？ 

Ｑ３ 実務経験の要件（新規：継続 3 年以上 / 更新：期間中継続 3 年以上かつ申

請時継続 1 年以上）について、海外留学、転勤、産休・育休等による勤務中

断がある場合の連続性については、どの程度まで許容されるのでしょうか？ 

Ｑ４ 申請資格の「薬剤師認定制度認証機構により認証された生涯研修認定制度

による認定薬剤師」「医療薬学会認定薬剤師」の認定には、申請書に記載で

きる有効期限はあるのでしょうか？ 



 

Ａ５ 申請時点の所属長の証明書の添付だけで結構です。申請時に転勤が

決まっている方は様式２の特記事項の欄に記載してください。また、認定

結果到着後、転勤になった場合は必ず登録事項変更届（様式３）を提出

してください。 

 

 

Ａ６ 講習会受講証の原本は、薬学教育協議会が窓口として行っている「認定

実務実習指導薬剤師」の認定で必要となりますので、コピーを添付するよ

うにしてください。 

 

 

Ａ７ すでに薬学教育協議会が窓口として行っている「認定実務実習指導薬剤

師」の申請において使用し手元に残っていない場合には、「認定実務実習指

導薬剤師認定通知書」あるいは「認定実務実習指導薬剤師証」のコピー

を添付してください。 

 

 

 

Ａ８ 指定の口座は、「日病薬認定指導薬剤師」専用口座になりますので、他の金

融機関を利用しての振込はできません。 

 

Ｑ８ 申請料または再発行手数料の振込先は、ゆうちょ銀行でないといけないので

しょうか？ 

Ｑ５ 申請中、あるいは現在の認定期間の途中で転勤（異動）があり、所属が変わ

りました。この場合、様式 2 の所属長証明書は、異動前の勤務先からもらう

必要はありますか？ 

Ｑ６ 講習会受講証は原本ではいけないのでしょうか？ 

Ｑ７ 講習会受講証を認定実務実習指導薬剤師の申請時に使用してしまった場合

にはどうすれば良いのでしょうか？ 



 

Ａ９ 領収証の発行はいたしません。「振替払込請求書兼受領証」をもって領収証

の発行に代えさせていただきますので、大切に保管してください。 

 

 

Ａ１０ 登録事項変更届（様式３）に必要事項を記載し、日本病院薬剤師会に報

告してください。 

 

 

Ａ１１ 可能です。認定証再発行の際には、あらかじめ再発行手数料１，５００円（税

別）をお振込みの上、再発行申請書（様式４）に必要事項を記載して日

本病院薬剤師会事務局に郵送してください。 

 

  再発行手数料振込先 

   銀行名  ： ゆうちょ銀行 

   口座番号 ： ００１４０－２－２８１３１７ 

   加入者名 ： 一般社団法人 日本病院薬剤師会 指導薬剤師 

   通信欄に「日病薬認定指導薬剤師認定証再発行手数料」と記載してください。 

 

 

Ａ１２ 申請書類は全て返却いたしますが、認定申請料は認定の可否に関わら

ず返金いたしません。 

 

 

Ｑ９ 認定申請料または再発行手数料の振込に対する領収証の発行は可能でし

ょうか？ 

Ｑ１０ 認定後、所属施設や姓などが変更となった場合には手続きが必要ですか？ 

Ｑ１１ 紛失や婚姻等による姓変更での再発行は可能ですか？ 

Ｑ１２ 認定が認められなかった場合、申請書類は返却されるのでしょうか？ 

Ｑ１３ 認定者は日病薬誌及び日病薬ホームページにて、認定番号、認定年月日、

氏名、所属施設名を公表するとありますが、これをお断りすることは可能な

のでしょうか？ 



Ａ１３ 公表は必須とさせていただきます。 

 

 

Ａ１４ 日本病院薬剤師会認定の指導薬剤師がいるだけでは受入施設には

なれません。受入施設からの委託を受けて実習の一部を行う協力施設に

はなることができます。実務実習受入施設になるためには、次の条件

（病院実務実習に対する基本的な考え方（施設要件等）参照）が必要と

なります。 

 

ａ）病床数は問わないが、「臨床における実務実習に関するガイドライン（以下「実習ガ

イドライン」という。）」に提示された「標準的な実習内容（例示）」を参考に、実習内容

を大学と連携・協議する体制を備えていること。 

 

ｂ）病棟における実習の重要性に鑑み、薬剤管理指導業務を実施し、院外処方せん

の発行を推進していること。病棟薬剤業務実施加算を届けていることが望ましい。 

 

ｃ）薬学教育協議会が認定する認定実務実習指導薬剤師（以下「認定指導薬剤師」と

いう。）が１名以上配置されていること。 

 

ｄ）複数の薬剤師が勤務する場合、実習ガイドラインが求めるように、責任薬剤師の

管理下で、認定指導薬剤師を中心として、勤務する薬剤師が全体として実習をサポ

ートする体制を確保していること。認定指導薬剤師の指導を補完するに相応しい薬剤

師（日本病院薬剤師会認定指導薬剤師など）が複数配置されていることが望ましい。 

 

ｅ）日本病院薬剤師会賠償責任保険（施設契約）又はこれと同等の賠償責任保険に

加入していること。 

 

 

Ｑ１４ 日本病院薬剤師会が認定する指導薬剤師がいれば受入施設になれるので

しょうか。 

Ｑ１５ 日本病院薬剤師会が認定する「日病薬認定指導薬剤師」と薬学教育協議会

が認定する認定実務実習指導薬剤師（※旧 日本薬剤師研修センター認定）

の違いは何でしょうか。 



Ａ１５ 薬学教育協議会が認定する「認定実務実習指導薬剤師」とは、学校教育法

および薬剤師法の改正法案付帯決議に掲げられ、厚生労働省において、平

成１７年度より日本薬剤師研修センターの事業として養成が開始されました。薬

剤師の資格を持たない学生が参加型実習を行うための条件の一つとして求め

られているものです。日本病院薬剤師会が認定する指導薬剤師とは、実

務実習において全ての実習内容を一人の認定実務実習指導薬剤師が

指導することは非現実的ですので、実務実習の指導体制を整備し実務

実習の質を確保する観点から、実習カリキュラムに応じて直接的に指導

する薬剤師として配置されていることが望ましいものとして日本病院薬剤

師会が認定するものです。認定実務実習指導薬剤師と協力し合いなが

ら指導を行う薬剤師という位置づけになります。 

 

 

Ａ１６ 記入例を下記に記載いたします。ゆうちょ銀行に備え付けの払込取扱票

を使ってお振り込みください。 

※更新申請の場合は「日病薬認定指導薬剤師更新申請料」としてください 

記入例 

所属施設・所属部署を記載してください 

認定申請者の会員番号を記載してください 

認定申請者の氏名を記載してください 

Ｑ１６ 振込用紙にはどのように記載したらよいのでしょうか。 



 

 

Ａ１７ 可能です。その際には振込用紙の通信欄に申請者の氏名を列記してく

ださい。また、申請者のリストを作成して、郵便振替払込請求書兼受領証

の写しとともに申請書の裏面に貼付してください。さらに、リスト上には、

当該申請書の申請者の氏名を○で囲んでください。 

 

 

Ａ１８ 当会が申請料の入金を確認した日を受付日として取り扱います。お振り

込みから入金確認まで数日かかる場合がありますので予めご了承くださ

い。また、申請料の振り込み後は、できるだけ速やかに申請書をご郵送

ください。 

 

 
 

Ａ１９ 認定期間満了後２年間は、更新申請の有無や審査の有無に関わらず、

更新条件を満たした時点で申請し、審査を受けることができます。ただし

認定期間満了後から更新認定を受けるまでの間は、「日病薬認定指導

薬剤師」を呼称することはできません。 

 

【救済措置の適用例】 

認定期間満了日が「２０２Ｘ年３月３１日」である場合、以下の計３回の申請機会があ

ります。 

1. 通常申請：満了前の年（２０２Ｘ－１年）の１１月 

2. 救済申請（１年目）：満了した年（２０２Ｘ年）の１１月 

3. 救済申請（２年目）：満了の翌年（２０２Ｘ＋１年）の１１月 

 

更新申請の際は、申請しなかった理由を記載した説明文書（書式自由）を添付してく

Ｑ１９ 日病薬認定指導薬剤師の認定期間満了時に、「更新条件を満たさなかった」

「更新申請を忘れた」または「申請したが不認定となった」場合、次年度以降

に改めて更新申請をすることは可能でしょうか？ 

Ｑ１８ 各期の申請受付時期の締切りはどのように取り扱われるのでしょうか。 

Ｑ１７ １枚の振込用紙で複数名分の振り込みを行ってもよいのでしょうか。 



ださい。薬学教育委員会で、個別に審査いたします。 

なお、認定期間満了後２年以内に更新認定を受けられなかった場合は資格を喪失し

ますのでご留意下さい。また、出産・育児などの休職等の理由により勤務が中断した

場合は、中断期間に関わらず別途個別に審査いたします。 


